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イギリスにおけるパブリック・スクールの
教育効果の一側面に関する研究
―パフォーマンス・テーブルの分析を中心に―
宮島　健次＊
【論　文】
１　はじめに―課題の設定
本稿の課題は，イギリスにおける独立学校（Independent School）1，特にパブリック・スクール
（Public School）2と目されている有名伝統私立学校の教育効果をGCE（General Certificate of
Education：中等教育修了資格）3のA/ASレベル試験の結果から検証することにある。より具体的
に言えば，高額な学費を徴収することで恵まれた教育環境を実現するパブリック・スクール教育に
対してその学費に見合った教育効果4がGCEのA/ASレベル試験を通して示されているか，という点
を検証することを課題とする。
周知のとおり，イギリスにおいて一連のサッチャリズムの教育改革により教育現場への競争原理
の導入が果たされた。その結果，特に公立学校において，学力の向上は各学校に突きつけられた至
上命題となった。学力の向上＝教育効果と見られる傾向は年々強まり，それに比例してGCSE試験
（General Certificate of Secondary Education:中等教育修了一般資格）やGCE試験の結果がこれま
で以上に重要視されている。
我が国においてイギリスの学校の教育効果，特にこのような筆記試験で学力を測るGCE試験の結
果を対象にした研究はさほど多くはなく5，また，それらは主に前述したようにサッチャリズムの教
育改革という文脈から公立学校を対象にしている6。しかしながら学力向上の基準となると同時に大
学進学に非常に重要な役割を果たすこのGCE試験において常に上位を占める学校は公立学校という
よりはむしろ私立学校＝独立学校が多数なのである。その中でも特に伝統がありその名声が全国に
知れ渡っている学校，いわゆるパブリック・スクールに対するGCE試験結果の分析，検討はこれま
で見過ごされてきたと言えよう7。
その理由のひとつとして考えられるのは，パブリック・スクールの教育効果は寄宿制やアスレテ
ィシズムを主柱とする人格陶冶教育の側面が非常に強調され，知的側面での教育効果は二の次であ
るというイメージが支配的であることである。しかし21世紀を迎えた現在，寄宿制のみのパブリッ
ク・スクールは年々減少し8，多くは寄宿制と通学制の併存ないし通学制へと移行している。このよ
うな変化は当然パブリック・スクールにおける教育の質をも変化させているはずである。その変化
のひとつとして公立高校とはまた別な意味での学力重視の傾向を指摘できよう。
従来，パブリック・スクールはオックスブリッジへの入学に非常に有利な立場にあった9が，現在
はそのような優遇措置は廃止されてしまった。このことはパブリック・スクールの生徒は公立校の
生徒と直接の競争にさらされる10ということを意味すると同時に，学校の市場化が公立校と私学の
両方にまたがっている11ということを意味する。
その競争市場では学力の向上はいかにGCE試験で結果を出すか，どれだけ多くの大学合格者を輩出
するかということと同義とみなされるのである。この意味でもこのGCEの試験結果に注目することは
パブリック・スクールの現状およびその教育効果を把握するひとつの方法であると言えるだろう12。
＊研究協力者
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2 手段と方法
さて本論に入る前に本稿で用いる手段と方法について述べておこう。まず原資料となるデータは
1999/2000年度のGCEのA/ASレベル試験の結果13である。DfESはこのパフォーマンス・テーブルを
次のように公表している。
まずイギリス全国14を９つの地域15に分類し， LEA（Local Education Authority：地方教育当局）
の管轄地域に即して，学校名，学校種（Type of Institution）,選抜方法（Admission Policy）,性別
（Sex），就学年齢（Age），該当年齢（16歳から18歳）の就学者数（16-18 old on roll）,およびGCE
試験の結果といった項目を，学校名によるアルファベット順に発表している16。
GCE試験の結果は次のような形で算出・公表されている。まず受験者をＡレベル受験，ＡＳレベル
受験の区別なく，受験した科目数で区別する。そして2科目未満を受験したものの成績と2科目以上
の科目を受験したものの成績とをUCASポイント17を使用して割りだし，各学校出身者の合計得点
の平均値をその結果とする。さらに生徒一人が1科目について獲得した得点に対しても平均値を算
出している。
そこで，まず地域ごとに分割されている各学校のデータをすべて統合することでイギリス全国を
網羅する順位表を独自に作成した。その順位の基準はDfESが求めた2科目以上のA/ASレベル試験
受験者の総平均点とした。そして全国平均（18.5点）以上を獲得した1,003校を対象に各教育機関の
設立形態，就学者に関するデータなどをはじめ，特に独立学校についてはHMCなどその加盟団体
および各校の学費を調査した。独立学校およびHMC加盟校に関する情報，学費や設立年等はHMC
の公式ガイドブックである『独立学校年鑑2000-2001』18およびISCis（Independent Schools Council
Information Service:独立学校協議会情報サービス19）のウェブ・サイト20，および各学校のウェブ・
サイトを参照した。
さらに全体の点数と順位の開き具合についてみるために上位との差，差の累積度数および偏差値
21を算出した。点数の差が大きく，それに比例して順位の差も大きければ，順位は非常に重要な意
味を持つと言える。しかし逆に点数の差がわずかな数値であっても順位が大きく異なる場合，この
ような順位は意味のないものとなってしまう恐れがあるからである。
なおこのように原資料となるデータが非常に新しいものであるゆえ，参考となる学術文献はほと
んどない22のが現状である。
3 全国規模で見たGCE・A/ASレベル試験の結果
では実際に1999/2000年度のA/ASレベル試験の結果23を見てみよう。まず表1はこの試験結果をそ
の平均点を基準に学校ごとに並べかえたものである。
①学校種別による傾向
全国1位になったウィズィントン・ガールズ・スクール（Withington Girls' School）は独立学校
（IND）であり，今年度の受験者72人の獲得UCASポイントが平均38点という非常に高い点数を獲得
している24。単純にその数字をみればほとんどの受験者がAレベル試験4科目を受験し，A・A・A・
Bという成績をおさめたということになる。ちなみにこの学校の前年度の結果も同様で平均37.9点
（全国2位，受験者数68名）と非常に安定した学力を保持していることがいえる。さらにこの学校の
得点の高さを如実にあらわすものが偏差値である。ウィズィントン・ガールズ・スクールは偏差値
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表１　1999/2000年度パフォーマンス・テーブルの上位100校
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84.1も獲得しているのである。偏差値は一般に25～75までの範囲に収まるものとされているが，そ
の上限をはるかに超える数値が示されていることは，この学校の成績がいかに他と比べて突出して
いるかという点の証左である。
以下7位まで独立学校が占め，8位，10位にファウンデーション・スクール（Foundation
School：FD）が登場する。ファウンデーション・スクールはもともとは政府補助維持学校（Grant-
Maintained School）25であり，それは公立学校の中でも特に重点のおかれた学校であったから，現
在でも優秀な学力をもつ学生が集まっていると考えられる。
偏差値も同様にこの上位10校の成績はいずれも偏差値75を越えており，これら10校が他の学校か
らいかに突出したものかを示している。さらに1位から52位までの差は8.0点とかなり開いているの
に対し，52位から100位までの差はわずか1.8点となっており，50位以降はほとんど順位としては意
味がないということである。しかしそれにしてもこの上位100校を概観すると独立学校が圧倒的に
優位であると言わざるを得ない。
②入学者選抜による傾向
選抜方法については，上位100校のほとんどが入学時に生徒の学力ないし適性に基準をおき選抜
を行っているのに対し，第７位のアワー・レイディーズ・チェトワインド（Our Lady's Chetwynde）
と37位のペニエル・アカデミー（Peniel Academy）は無選抜制26をとる。両者とも16～18歳の就学
人数が極端に少なく，受験者数が前者は14名，後者はわずか4名であることが特徴的である。イン
ターネットによる調査では後者は宗教団体によって設立された学校であった27ことから，その信者
の子弟を教育対象の中心としていると推測できる。しかしながらたとえ就学人数や受験人数が少な
くとも，入学時に選抜をせずにこれだけの成績をおさめることができるのは注目に値しよう。
③就学形態による傾向
また1位から3位まで女子校が占め，4位にようやく男子校キング・エドワーズ・スクール（King
Edward's School）が登場するなど，男子校・共学校に比べ，女子校の優位性にも注目すべきとこ
ろである。しかし上位100校という区切りで見る限りではその優位性も強調されようが，例えば平
均点（18.5）以上獲得した学校という非常に大きな範囲で見れば（1,016校を対象），その結果は100
校だけを対象にしたときのものとはだいぶ異なってくる。対象となる学校のうち，女子校はそのう
ち24.5％の249校，男子校は13.5％の137校，共学校は62.0％の630校と，その比率こそ違うものの総
受験者が獲得した得点を総合し，総受験者数で割り出した総合平均点は，男子校が25.3点，女子校
が24.9点，共学校が21.8点と男子校の方が女子校に優るのである。このような男子・女子の優位性
など性差による成績の優劣は非常に耳目を集めるが，統計の取り方によって変わりうる変数に依拠
している限りあまり強調されるべきではないだろう。
以上のことからも2,879校中わずか3.5％にすぎない100校だけでその傾向をみることは少々早計な
分析を導きかねない。そこで少々範囲を広げ，全国平均を基準にし，それ以上の平均点を獲得した
学校1,016校を対象にして，独立学校およびHMC加盟校の試験結果について再構成したものとして
表2を作成した。すると独立学校は1,016校の約4割である402校が登場，2位のコミュニティ・スクー
ル（2,600校）に14ポイントもの差をつけるなど，他を圧倒していることがわかる。また16歳から18
歳の在籍者数も継続教育機関（Further Education Sector Institution：FESI）に次いで2位である
（23.7％）。しかしながら数でこそ他を圧倒してはいるものの，総合平均点ではそのような結果とは
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ならなかった。先に見たように上位100校中においては，圧倒的に独立学校の方が好成績を修めて
いたのであるが，この表2によれば総合平均点はファウンデーション・スクールや国防省立学校
（College funded by the Ministry of Defense：MODFC）よりも低いのである。つまり全国平均以
上の学校群の中で比べれば，独立学校はいくつかの突出した学校はあるものの全体としてはファウ
ンデーション・スクールよりも低い成績となるのである。表1からは導き得ない結果がここに現れ
たことになる。
表２　1999/2000年度　GCE A/ASレベル試験　学校種別結果
（注　FDはファウンデーション・スクール，MODFCは国防省立学校，VAは有志立援助学校，VCは有志立管理学校，FESI
は継続教育機関，CYはコミュニティ・スクール，CTCはシティ・テクノロジー・カレッジを表す）
またこのパフォーマンス・テーブルでは明らかにされていはいないが，学生たちの受験する科目
にも注意を払う必要がある。というのもGCE試験には高得点をとりやすい科目とそうでない科目が
存在するからである。QCA（Qualification and Curriculum Authority:資格カリキュラム機関）の
試験データ28によれば，特に多くの独立学校が試験準備のためのカリキュラムとして力を注ぐ芸
術・デザインや古典語（ギリシア語・ラテン語）29は，一般的な例えばビジネスなどの科目と比べ
ると評点Aが非常にとりやすい科目なのである。それにもかかわらず，ファウンデーション・スク
ールの方が好成績をおさめているのである。結論は両者のカリキュラムを比較するまで差し控えた
いが，このような事情を考慮すると果たして本当に独立学校はGCE試験において優位を保っている
のか非常に疑わしいところである。
④独立学校におけるHMC加盟校の学力的位置付け
次にHMCの学力は，独立学校の中でどのような位置を占めているのかを見てみよう。表3はこの
独立学校402校中，HMCをはじめとする独立学校の利益保護を目的とした団体に加盟している学校
がいくつあるか，各加盟校の結果はどれほどかを知るために作成したものである。各学校の平均点
をもとに受験者総数から総合的な平均点を求め，その得点順に並べかえた。
この表3においては，女子校協会（the Girls' School Association：GSA）加盟校が最も高い平均
点を示し，次いで私立準備学校合同協会（the Incorporated Association of Preparatory Schools：
IAPS）30，HMCは3番手につけている。しかしGSAの場合，193校31の加盟中145校（75.1％）が平均
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表３　独立学校中，加盟組織別分類
（注　GSAは女子校協会，IAPSは私立準備学校合同協会，ISAは独立学校協会，SHMISは独立学校校長会をそれぞれ表す。
NOMEはどの組織にも加盟していない学校を表す。）
点以上をとっているのに対して，HMCの場合は204校中184校（90.2％）が全国平均以上をとってい
る。残念ながら今回の調査では全国平均以下のGSA加盟校（24.9％）の学校の得点までは調査が行
き届かなかったために，受験者の総合的な平均点を比較することはできないが，その加盟校のうち
9割以上が全国平均を取っているHMCの方がGSAよりも団体全体として優秀な成績をおさめた32と
言っていいだろう。しかしながらGSAもHMCもともにファウンデーション・スクールよりも低い
平均点であることは注目に値しよう。
4 HMCの学費とGCE・A/ASレベル試験の結果
次はHMCのみを対象にした成績を見てみよう。表4は学費も含めたGCEのA/ASレベルの結果一
覧であり，表5はその表4をもとに選抜方法，就学形態，寄宿制か通学制かでそれぞれの学費と成績
を算出したものである。
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表４　HMC加盟校のGCE試験結果
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（注　設立年について空欄は未調査のため不明。年間費用の空欄について、通学制・寄宿制のどちらか一方に金額が記載さ
れている場合は、そのシステムをとっていないことをあらわす。両欄ともに空欄の場合は未調査のため不明。偏差値は全国
を基準とし、平均点を18.5、標準偏差を5.7として計算）
表５　HMC加盟校のカテゴリー別集計
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（注　就学形態について　Ｂ：寄宿制，Ｄ：通学制，Ｍ：寄宿制＋通学制，Ｕ：不明　をあらわす）
この表から見えてくる傾向は，第一に入学者選抜の有無によってGCEの結果に若干の差が出てい
る点であろう。HMCの場合204校中197校（96.6％）が選抜制をとっており，選抜制をとらない学校
はわずか7校であり3.4％の割合しかない。選抜制をとっている学校の総合平均点が24.8点であるの
に対して，無選抜制の学校の総合平均点は21.3点である。選抜制の学校の平均点が高いのは当然で
あろうが，逆に無選抜制の学校が全国平均以上の成績をおさめていることは注目されるべきであろ
う33。
第二に男子校か共学かで平均点に若干の違いが見られることである。完全男子校である学校は65
校（31.9％）にすぎず，残り7割は共学校である。男子校では総合平均点が26.4点とかなり高い得点
を示しているのだが，共学校では平均点が若干低く23.7点にとどまっている。しかしながらこのデ
ータは少々確実性を欠く。というのも学校そのものは男子校であるが，第６学年級（Sixth Form）
で若干名の女子を受け入れるパブリック・スクールもあるが，それらの学校は基本的に男子校とみ
なされているからである。パブリック・スクールではAレベル試験に即した理系や芸術系の科目お
よびカリキュラムが充実しており，そのため第6学年級からパブリック・スクールに編入する女子
学生も少なくないという。そしてそれらの学校ではGCEの結果は彼女たちが押し上げているという
議論もある34。両者の差について単純に結論を求めるべきではない35。
第三は全寮制か，通学制か，あるいは寄宿制＋通学制かといった学生を収容するシステムの違い
によって，平均点に若干の差が生じている点である。すでに述べたが2000年現在，全寮制のシステ
ムをとっている学校はわずか11校（5.4％）しかない。カルトン（Kalton）が1965年に実施した調査
時には全寮制をとっていた学校が33校，通学制よりも寄宿制を主としていた学校が50校あった36こ
とを考えると，この35年の間にずいぶんと変化していることがわかる。また全寮制の学校に通う学
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生たちの総合平均点が27.7点，完全通学制が26.2点であり，寄宿制と通学制の混在している学校の
場合23.6点と極端に低下している。この点はひとつの特徴として注目に値しよう。
ではこれらの特徴とパブリック・スクールの学費との間には果たして相関関係があるのだろう
か。全寮制のうち最も高額な学費を徴収するパブリック・スクールは年額16,830ポンド37のノリッ
ジ・スクール（Norwich School）である。次いでハロウ・スクール（Harrow School）が16,500ポ
ンド，ブライアンストン・スクール（Bryanston School）で15,807ポンドである。一方，最も学費
が少ないのが年額5,520ポンドのレスター・グラマー・スクールである。次いで7,305ポンドの聖ア
ルバンズ・スクール（St. Albans School），三番目が10,899ポンドのラトクリフ・カレッジ
（Ratcliffe College）である。全体を平均すると，12,096ポンドが年間費用となる。
通学制のみのパブリック・スクールは61校である。このうち最も高い学費を徴収するパブリッ
ク・スクールは15,750ポンドの聖コロンバズ・カレッジ（St. Columba's College）である。次いで
15,363ポンドのウィリアム・ヒュームズ・グラマー・スクール（William Hulme's Grammar School）
である。これらの学費は全寮制の学校のそれと比べても何の遜色もない。逆に最も学費が安いのが
4,356ポンドのマーチャント・テーラーズ・ボーイズ・スクール（Merchant Taylor's Boys' School）
である。平均すると通学制の場合6,392ポンドであり，寄宿制のほぼ半額といった費用となっている。
しかし現在のパブリック・スクールの主流は寄宿制+通学制である。このシステムをとる学校は全
体の53.4％に当たる109校である。これらの学校群で抜きん出ているのがウィンチェスター・カレッ
ジ（Winchester College）である。ウィンチェスター・カレッジは寄宿生からは年額16,110ポンド，
通学生からは12,474ポンドを徴収する。また逆に寄宿生から年額4,800ポンド，通学生から3,570ポン
ドを徴収するアーノルド・スクール（Arnold School）のような学校もある。両者の差は非常に大
きく，3倍以上の開きがあるが，全体を平均すると寄宿制には13,236.9ポンド，通学制には8,667.8ポ
ンドの学費がかかるのである。
ではこれらの学校の成績はいったいどうなっているのだろうか。寄宿制で最も学費の高いノリッ
ジ・スクールの試験結果は平均評点21.2点（受験者数113名），全国で574位，HMCの中で149位であ
る。一方最も学費の安いレスター・グラマー・スクールは平均評点31.1点（受験者数75名）であり，
全国で36位，HMCの中では13位と好成績を記している。
通学制で最も学費の高い聖コロンバズ・カレッジは平均評点17.2点（受験者数45名），全国平均で
ある18.5点を大きく割り込んでおり，全国で1,253位，HMC内では195位である。逆に最も学費の安
いマーチャント・テーラーズ・ボーイズ・スクールは平均評点30.9点（受験者数79名），全国で40位，
HMC内で15位と上位に食い込んでいる。
ではHMC加盟校の中で最も古い歴史を持つウィンチェスター・カレッジはどうかというと，平
均評点が24.2点（受験者数161名），全国で291位，HMC内で88位と，ウィンチェスター・カレッジ
の持つ評判・名声に比してみると決して満足できる成績だとは言えない結果であった。それに対し，
アーノルド・スクール（Arnold School）は平均評点27.1点（受験者数100名），全国で136位，HMC
内でも42位と，学費ではウィンチェスター・カレッジの3分の1強も少ないにもかかわらず，結果的
にウィンチェスター・カレッジよりも好成績を残している。
もちろん中にはウェストミンスター・スクール（Westminster School）のように高額の学費に見
合った結果（平均評点32.2点・受験者158名，全国22位，HMC内5位）を出している学校もあるが，
このような学校はあまり多くは見受けられない。学費が高いからといってGCEで好成績を残すこと
ができているかどうかは疑問である。
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実は同様の傾向がGSAにも見られる。GSAの中で寄宿制をとっている学校群で，最も高い学費を
徴収しているのはベネンデン・スクール（Benenden School）の年額15,870ポンドであるが，この
学校は平均評点27.3点（受験者数74名），全国で125位，GSA内では43位である。逆に寄宿制で最も
学費が安いのが聖スウィザンズ・スクール（St. Swithun's School）で年額4,835ポンドである。ベネ
ンデン・スクールの学費と比べたら4分の1近くも違うこの聖スウィザンズ・スクールは平均評点
35.1点（受験者数61名），全国で6位，GSA内でも5位である。
HMC内でトップの学校は，先に見たように平均評点36.8点（受験者数119名）のキング・エドワ
ーズ・スクールであるが，この学校は通学制のみであり，学費は年額5,523ポンドである。一方
HMC内で最下位の204位をとってしまった学校は寄宿制+通学制をとるシップレイク・スクール
（Shiplake School）である。寄宿制では13,590ポンド，通学制では9,165ポンドを徴収するから，寄
宿制はほぼ平均と同額程度，通学制は平均よりもやや高めの学費を徴収している。にもかかわらず
この学校は平均評点が12.8点（受験者数48名），全国で2,056位とHMC加盟校としては不名誉な結果
を残してしまっている38。
これらのことから次のことが言えよう。すなわちHMC加盟校は全体的に他の学校種と比較する
と確かに学力は非常に高い。しかし学費が高ければそれだけGCEでいい成績をとっているというわ
けではなく，逆に学費が安ければそれにともなって成績が悪いというわけでもない。むしろその逆
で学費が高い学校よりも低い学校の方が上位に食い込んでいく傾向が非常に多いように見受けられ
る。
5 おわりに―今後の課題
パブリック・スクールの教育効果としてこれまで最も強調されてきた点は，ウォルフォードの指
摘のように「特有の社会的および人間関係の技術と才能と，縁故，勤勉な労働，そして揺るぎない
決意」39であった。しかし近年の学校の市場化をめぐる状況は，パブリック・スクールに好むと好
まざるにかかわらずGCE試験に重点をおく傾向を作り出している40。しかしながら先に判明したよ
うにパブリック・スクールよりもファウンデーション・スクールの方がGCE試験の平均点は優れて
いた。ファウンデーション・スクールは基本的に学費がかからないから，コスト・パフォーマンス
という視点から見れば，圧倒的にファウンデーション・スクールの方が優れているとみなされるだ
ろう。
しかし学費というものは多分に相対的な価値のものであると同時に，それは主に質の高い施設・
設備や課外活動，学級規模，充実した教師数および質などの学習環境を実現するために使われてい
るのではないだろうか。またその設定は各校の財政的基盤による場合もあろう。他方，パフォーマ
ンス・テーブルはあくまでもGCE試験の結果だけを公表しているのにとどまり，どの学校種からど
れだけの学生が大学へ実際に入学したのかは計り知ることができない。ゆえにこのような結論を導
くためには，パブリック・スクールの財政的基盤や学費の配分をはじめ，GCE試験結果のみならず
パブリック・スクールへの入学，卒業生の進路などの継続的な調査が必要であろう。
さらに2002年の入試からUCASポイントに改訂が加えられ，これまで計算範囲外であったスコッ
トランド職業資格試験（Vocational and Scottish Qualifications：VSQ）や一般全国職業資格
（General National Vocational Qualifications：GNVQ）などの結果も点数化されることになり，大
学進学の際の判定材料となる41ことになった。この改訂によって必然的に大学進学を希望・受験す
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イギリスにおけるパブリック・スクールの教育効果の一側面に関する研究
る母集団の間口が広げられることになるので，GCE試験を巡り大学進学競争は今後ますます激しく
なることが予想される。
パブリック・スクールにとってこのようなGCE試験を巡る状況の変化が，その教育内容・教育効
果にどのような変化をもたらすのだろうか。これはイギリスのエリート教育の将来に関わる重要な
問題のひとつであり，今後とも注目していく必要があるだろう。
1 本稿では独立学校と私立学校という用語は同義のものとして用いていく。
2 本稿においてパブリック・スクールとは，慣例に従い校長会議（Headmasters' and Headmistresses' Conference: HMC）
加盟校（2001年現在242校加盟─海外会員を含む）とする。この慣例は1942年のフレミング報告書（the Fleming Report：
正式にはReport of the Committee on Public Schools appointed by the President of the Board of Education）による定義を
嚆矢とする。
3 GCEの試験そのものは1951年，HSC（Higher Schools Certificate：高等教育証書）の代わりの試験制度として導入され
た。なお本稿ではGCEを中等教育修了資格としているが，これは柳田雅明『イギリスにおける「資格制度」の研究』学位請
求論文，2001，viiiにおける略語リストから参照している。以下，略語はこの柳田論文に依る。
4 以下，本稿ではGCEの結果からパブリック・スクールの教育効果を探ろうと試みるのであるが，当然のことながら教育
効果というものはGCEの結果だけで測りきれるものではない。ヴェーバー（Max Weber）やブルデュー（Pierre Bourdeiu）
を引き合いに出すまでもなく，学校における長い期間をかけての教育の営みによって，それぞれの学校自身が持つ宗教的雰
囲気，あるいは気風・校風（エートス）や各人の行動原理となるハビトゥス（habitus）および，それらを総合した人格，パ
ーソナリティの形成なども歴然とした教育効果である。しかしながら，これらのものは残念ながら絶対的な基準を持ってし
て測ることができない。どれも何となくしか感じ取れない，不可視かつ非常に主観的な性質のものであり，学校間で比較す
ることは困難である。逆にGCEの結果は点数という可視かつ客観的な指標で示されるゆえに，少なくともその学力を学校間
で比較することは可能である。本稿で言う教育効果とはまさにこのこと，つまり「GCEのAレベル試験で測ることのできる
学力」という意味で用いる。
5 リーグ・テーブルについてふれている研究とは，例えば福田誠治「イギリスの教育は今」（『都留文化大学研究紀要』第
48集，1998年所収）があげられるが，イギリス教育改革の動向の一環としてパフォーマンス・テーブルやリーグ・テーブル
を紹介するにとどまっており，その結果そのものを考察の対象とはしていない。GCEについて正面から取り上げた唯一の研
究ともいえるのが木村　浩「イギリス大学入学資格試験の基準の検討－GCE上級レベルを中心に」（『諸外国の大学入試に関
するシラバスおよび試験問題の国際比較研究』 pp.73-97，大学入試センター，1989年）である。
6 もちろん中には本国のパブリック・スクール研究，特にビショップ（Bishop）1967年やハルゼー（Halsey）1980年の研
究成果に影響を受けた研究も散見される。しかしそれらはエリート教育機関としてのパブリック・スクールの機能を明らか
にするためにGCE試験結果を使用しているにすぎない。
7 しかしながら本国イギリスではパブリック・スクールのアカデミックな側面に関する研究については精力的に行われて
いる。例えばジェフリー・ウォルフォード（Geoffrey Walford）もその代表者の一人である。
8 この点については本稿の後半部分でも述べるが，2000年現在完全な寄宿生をとるパブリック・スクールは全体の5.4％，
わずか11校しかない。
9 この試験はAレベル試験の前後に行われ，専門科目の試験と少なくとも一科目の一般教養とからなるもので，Aレベルの
試験の専門性と比べるとはるかに難易度が低かった。パブリック・スクールの生徒はAレベル試験の受験後，第6学年級にも
う1学期在籍し続け，集中的にこの試験のための特訓授業を受けたという。詳細はウォルフォード／竹内洋・海部優子訳
『パブリック・スクールの社会学』世界思想社，1996，p.240-241を参照のこと。またウィンチェスター・カレッジとオック
スフォードのニュー・カレッジに象徴されるようなオックスブリッジとパブリック・スクールの特別な絆もこのような特別
入学枠に大いに影響を与えている。ちなみにこの特別入学試験は80年代半ばに完全に廃止された。
10 同書，p. ix 本書はウォルフォードの1986年に発表したLife in Public Schoolsの全訳であるが，日本語版への序文の中
で著者であるウォルフォードは次のように言う。「パブリック・スクールの存続は，サービスの質つまり大学や専門職そし
て社会のさまざまなエリート集団に優先的に入れる力を生徒が得ることができるかどうかにかかっている。今までのところ，
パブリック・スクールは斬新的な変化による適応の中でそういうサービスを提供することに成功していると見ることができ
る」
11 同書，p.viii
12 現在インターネット上では非常に多くの学校が自らのホームページを公開しているが，HMC加盟校のほとんどがこの
GCE試験の結果を大々的に宣伝している。このGCEの結果はパブリック・スクールのアカデミックな優位性を宣伝するため
の格好の材料となっているのであろう。
13 2000年11月17日にTimes Educational Supplement紙上に公開，その後DfES（Department of Education and Skills：教
育技能省）のウェブ・サイトに掲載されている。URLはhttp://www.dfee.gov.uk/performance/16to18_00. htm。このパフォ
ーマンス・テーブルの公表は1993年から実施されたもので，当初は学力別の分布図を作って今後の教育政策の参考資料にす
ることが目的であったが，現在では労働党政権が押し進める教育改革の結果を誇示する好例として，また，まだ改革の余地
のある学校に対して自助努力を促す資料として，あるいは子どもを持つ親に対しての学校選択の要件などの役割を担ってい
る。なお，このGCEのAレベル試験の結果については主に新聞各社が様々な統計方法によって独自のリーグ・テーブル
（league table：番付表）として公表しているものもある。しかしその計算方法はUCASポイントを使用しての計算こそ同一
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だが，いったいどの数値を平均値の要素とするかで若干の順位の違いがみられる。
14 ここでいうイギリスとはイングランドを指す。
15 9つの分類は以下の通り。North East, North West, Yorkshire and Humberside, East Midlands, West Midlands, East of
England, London, South East, South West (http://www.dfee.gov.uk/performance/16to18_00/regions.htm)
16 これはできるだけ学校間の序列化を避けようとする意識の現われのように思える。なおこの点に関してはTESの発表も
同様で，地域ごとに各学校の試験結果を発表している。
17 UCASポイントとは，UCAS（University and College Admissions Service for the UK：（イギリス）大学・カレッジ
入学サービス）による試験結果の計算方法のことを指す。その方法とはGCEのAレベル試験において評点Aを獲得した場合，
UCASポイントは10点，評点Bならば8点，というように各評点が数値化されるのである。以下評点Cは6点，Dは4点，Eは2
点，以下は点数化されない。さらにASレベル試験（Advanced Supplementary Level：上補助級）になるとAレベルでは5点，
Bは4点とAレベルの半分の点数となる。例えばある学生がGCEのAレベル試験を3科目受験し，2科目で評点Aをとり，残り1
科目で評点Cであった場合，その個人ポイントは10（評点の数値化）×2（評点の個数）＋6×1＝26点ということになる。
18 HMC加盟校の学費については，先述の『独立学校年鑑』Independent Schools Yearbook 2000-2001, ed. Gillian E.B.
Harries, London, 2000, pp.1-450を参照した。
19 2001年にISIS：Independent Schools Information Service（独立学校情報サービス）より改称した。
20 URLはhttp://www.iscis.uk.net/である。
21 全国を対象にした標準偏差を計算したところ5.7であった。
22 独立学校のGCE成績についての研究書は公立学校を対象にしたものよりもかなり少ない。わが国に紹介されている代表
的な研究書は，例えばウォルフォード／岩橋法雄訳『現代イギリス教育とプライヴァタイゼーション』法律文化社，1993を
あげることができるだろう。
23 GCE試験については，2000年現在6つの試験局が存在するといい，建前上は実施する試験局が別々であっても，同名の
科目は同一水準で，成績段階の水準についてもまったく同一とされている。しかし，試験機関ごとに成績付けの難易度に実
態的な違いがあることは指摘されている，という（柳田，前掲書，p. 51）。この点は常に留意しておかなければならない点
ではあるが，本稿ではその建前，すなわち水準や成績の付け方はどの試験局においても同一であるということを前提として
いく。
24 もちろんAレベル試験とASレベル試験との間にはかなり難易度に差があるので，受験者の中にはASレベル試験を複数
受験して得点を稼いだものもいることも考えられるが，その得点はAレベル試験の半分しかない。これだけの高得点を獲得
するためにはASレベルをいくつも受けなければならなくなるが，それほどの数の教科に関する試験を受験することは現実
問題としては難しいであろう。
25 イングランドとウェールズにおける学校種は1998年学校基準・フレーム法（School Standards and Framework Act
1998）によって改正され，1999年9月から以下のようになっている。①コミュニティ・スクール（Community School），②
ファウンデーション・スクール（Foundation School），③ボランタリー・スクール（有志立学校），③‐1 有志立援助学校
（Voluntary Aided School），③-2 有志立管理学校（Voluntary Controlled School），④コミュニティ・スペシャル・スクール
（Community Special School），⑤ファウンデーション・スペシャル・スクール（Foundation Special School），⑥独立学校
（Independent School） この6つのカテゴリーのうち，独立学校のみが私立学校と考えられている。他の学校は所有形態と管
理は異なっているもののすべて公立学校であると考えられており，集合的に維持学校（Maintained School）として知られて
いる。詳しくはNFER（National Foundation Educational Research:全国教育研究財団）の下記のウェブ・サイトを参照のこ
と。http://www.nfer.ac.uk/eurydice/ factfiles/factfileuk_privated.asp#two
26 DfESによるnon-sel（無選抜）の定義は「入学は生徒の学力や適正によらない方法で行う」とある。DfES, 前掲URL。
27 アワー・レイディーズ・チェトワインド校のウェブ・サイトはhttp://www.chetwynde.co.uk/ ，ペニエル・アカデミー
はhttp://www.peniel.org/aboutus/penielacademy.phpである。残念ながら今回の調査ではアワー・レイディーズ・チェトワ
インド校についてその詳細を知ることができなかった。
28 URLは次の通り。http://www.qca.org.uk/nq/subjects/ ここで例として出したビジネスは評点Aを得ることができた
受験者は総受験者の9.83％であるのに対し，芸術・デザインは24.10％と2倍以上，古典ギリシア語にいたっては75.85％もの
割合で評点Aを獲得しているのである。
29 独立学校のカリキュラムはもちろん千差万別であるが，ISCisのウェブ・サイトでは各学校の設置したコースをブラウズ
することができる。http://www.iscis.uk.net/
30 IAPSがこれほど高い平均点を示すのは全体でわずか1.7％の7校，また受験者数も全国で150人程度しか受験していない。
ゆえにこのIAPSの平均点が高いということはあまり意味のないことであろう。
31 パフォーマンス・テーブルの結果に現れている校数。スコットランド（7校），ウェールズ（2校），南アメリカ（1校）
の加盟校を除いた数。
32 もちろんこのような見解は性急であり，継続的な調査が必要であることは言うまでもない。偶然今年度の成績が優れて
いたのだということも可能だからである。この点については今後の課題としたい。
33 パブリック・スクールへの入学は例えば竹内洋『パブリック・スクール』講談社，1993，pp.108－110に詳しい。一方，
無選抜制の学校に入学する際は，一般に面接とレポート提出が課せられる。
34 秋島百合子『パブリック・スクールでイギリスが見える』朝日新聞社，1995，pp.135-137
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